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第二東京弁護士会　会長　様
誓　約　書　
私は，貴会の早期独立弁護士等に対する経済的支援金（以下「本支援金」といいます。）の支給を申請するにあたり，以下の事項を誓約いたします。

１．私は，早期独立弁護士等に対する経済的支援金給付申請書に記載した事項及び私が面接審査で述べた事項や提出した書類に記載した事項が全て真実であることを表明し，また，同事項に変更が生じて支給基準を満たさない可能性が生じた場合には貴会に対してその旨を申告します。

２．私は，本支援金の支給が認められた場合には，誠実に弁護士としての職務を行うとともに，本支援金支給終了時までに健全な法律事務所経営を確立できるよう努力します。

３．私は，本支援金の支給が認められた場合には，本支援金の支給期間中及び支給後において，指定された貴会の委員会に所属し，その他の人権擁護活動や貴会の諸活動に積極的に関わるよう努力します。
４．私は，指導担当弁護士制度に関する規則第２条１号又は２号に該当する場合には，本支援金が支給された後直ちに指導担当弁護士制度の申し込みをします。
５．私は，本支援金の支給に関し，早期独立弁護士等に対する経済的支援に関する規則（以下「本規則」という。）・同細則並びに貴会の指示・助言及び決定に従います。
６．私は，申請時の法律事務所（申請時に独立開業していない場合には開設を予定する法律事務所。以下「被支援法律事務所」という。）に係る賃貸借契約等が終了し，又はその内容に変更があった場合は，速やかに貴会に報告し，また，貴会の求めに従って，被支援法律事務所の運営及び財産の状況等に関して，報告し又は面談に応じます。
７．私は，貴会の求めに従って資料を提出したり，貴会が，被支援法律事務所に立ち入るなど，貴会による必要な調査に協力します。
８．私は，本支援金を，被支援法律事務所の運営に必要な賃料等の費用以外の目的で使用しません。
９．私は，被支援法律事務所を，弁護士業務及びこれに付随する業務に使用し，同業務以外の目的で使用しません。
１０．私は，本規則にしたがって，本支援金の支給が打ち切られ，また本支援金の全部又は一部の返還の請求が為されたとしても異議を申し立てません。
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